
 環境の変化に対応し、引き続き安全・安心な水を安定的に供給するため、
経営改革を進めるとともに、ICT/IOTの活用など、「withコロナ」の時代に対
応した事業展開についても積極的に検討・導入していきます。

経営の持続
６ 令和３年度水道局重点施策

 (1)執行体制の見直し 253百万円
 現在市内５センターでは、①給水装置工事審査関連業務、
②水道料金関係業務、③配水管等工事関係業務を行っていま
す。
 給水装置工事審査関連業務については、工事事業者等への
サービス向上と効率化を目的に１か所に集約します。
 水道料金関係業務については、現在直営で実施している停
水業務等を⺠間委託するとともに、引き続き調定や統計業務
など直営で実施する業務については効率化のため１か所に集
約します。
 配水管等工事関係業務については、令和４年４月に３事務
所（東部地域、北部地域、⻄部地域）に再編します。
 あわせて、たちばな研修センターを廃止し、本庁機能を段
階的に移転します。

中部センター（1～2階）

たちばな研修センター（3～5階）

給水装置工事審査関連業務・
水道料金関係業務を本庁に集約

管轄地域 委託業者名 契約期間
東部センター ヴェオリア・ジェネッツ㈱/㈱ニチジョーJV 〜Ｒ４年９月
中部センター ㈱日本ウォーターテックス/㈱三木美研舎JV 〜Ｒ４年９月
北センター ポートスタッフ㈱/マイタウンサービス㈱JV 〜Ｒ６年９月

⻄部センター 第⼀環境㈱/神⼾市管工事業協同組合JV 〜Ｒ３年９月
垂水センター 第⼀環境㈱/神⼾市管工事業協同組合JV 〜Ｒ６年９月

包括業務（検針・未納整理）委託事業者⼀覧

(仮)⻄部水道
管理事務所

(仮)東部水道
管理事務所
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(仮)北部水道
管理事務所
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垂水
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たちばな研修センターを廃止し、本庁機能を移転 Ｒ４年春予定

水道料金関係業務
配水管等工事関係業務

停水業務等を⺠間委託のうえ、本庁１か所に集約
東部地域、北部地域、⻄部地域の３事務所に再編

Ｒ３年秋予定
Ｒ４年春予定

業務
給水装置工事審査関連業務

集約・移転の内容
ICT化、ワンストップ化のため、本庁１か所に集約

実施時期
Ｒ３年５月頃予定

移転再編 再編廃止



7百万円

 水道事業における計画部門・浄水部門・配水部
門・給水部門など、⼀連の業務の技術技能を確実
に継承していくとともに、効率的な組織を構築し
ていくため、危機対応など、水の安全に直結する
水道事業特有の技術業務に専門的に従事し、幅広
い業務を担う「水道技術職」を創設します。
 これにより、これまで業務範囲を区分していた
行政職（技術）と労務職（作業手）が⼀体となっ
て業務を行います。

 (3)人材育成・技術継承の強化

 (2)水道技術職の創設

10百万円

 水道事業は、水道法を始めとする関係法令
に基づき、常に200項目を超える水質検査を
実施し、各家庭に安定的に行き渡るよう、24
時間365日、水の流れをコントロールすると
ともに、管路網や各設備の維持管理を適切に
行うなどの専門的な技術技能が必要です。
 これら技術技能を継承し、限られた経営資
源である「人財」を最大限に活用した事業運
営を行うため、積極的に人材育成に取り組み
ます。

水道事業は計画・浄水・配水・給水など、各部門が

連続したシステムとして運営されており、複数の部

門を経験し水道事業に精通した人材が必要

水質トラブル対応研修

水道用バルブ技術講習会



 ② 給水装置工事検査業務のリモート化
  給水装置工事における検査業務（現場立会検査）は、これまでセンター職員が現場で確認して
 いましたが、移動時間の短縮や接触機会の削減を図るため、リモート検査を試行・実施します。

 ＩＣＴ/ＩｏＴ等の新たな技術を活用することで、業務の効率化、コスト削減に取り組みます。

 (4)ICT/IoT等の活用 43百万円

 ① 給水装置工事申請の電子化
  これまで水道局センターの窓口でしか手続きできなかった給水装置工事申請を「兵庫県電子申
 請共同運営システム(e-ひょうご)」を活用することで、同申請の電子化を実施します。

リモート検査のイメージ

電子申請のながれ

手数料

納付確認後

H29年度 H30年度 R1年度
7,160 6,993 6,824

【給水装置工事申請件数】



 ④水道標準プラットフォーム化（水道情報活用システム）の可能性調査
  水道施設やお客さま情報については、施設台帳やシステムによる個別管理を行っています。こ
 れらの台帳やシステムについて、適切な管理と業務の効率化、今後のシステム改修にかかるコス
 トの低減等を目的に共通管理の手法を検討していきます。
  検討にあたっては、国においても水道標準プラットフォームを利用した業務の効率化や管理の
 高度化を目指すことを目的に水道情報活用システムの導入を支援する動きがあることから、令和
 ４年度以降の補助事業への参加に向けて、プラットフォーム化の可能性調査を行います。

 ③ 配水減圧弁遠方監視システムの拡大
  本市は起伏にとんだ地形であるため、自然流下により水を届けていますが、水圧が高くなる区
 域においては配水減圧弁（送られてくる水を適切な圧力まで下げる装置）を設置しています。
  市内に点在する配水減圧弁について、無線による遠方監視機器を現地に設置し、効率的な監視
 体制を構築していきます。
 （※令和２年度の遠方監視機器の製作および設置、令和３年度以降は検証結果も踏まえて全市展
 開について検討していきます）



 
 六甲⼭の東⻄方向に整備された２本の送水
トンネル及び大容量送水管によって、阪神水
道企業団から本市へ水が送水されています。
 そのうち、送水能力が大きい送水トンネル
は、経年に伴う老朽化が懸念されていること
から、令和３年度より送水を停止し、内部の
点検・調査を行います。
 点検・調査の結果を基に、更生工事を実施
していきます。

 地震対策や、近年多発する様々な自然災害に備えるため、水道施設の老朽
化対策にあわせて施設更新を実施します。

災害への備え

 (1)送水トンネルの更生（測量・調査・更生工事設計業務） 114百万円

トンネル築造時写真

送水能力の大きい方の送水トンネル

・延長：9.8㎞

・構造：2.5m×2.5m馬蹄形

・建設年度：Ｓ36～39年度

大容量送水管

・延長:12.8㎞

・構造:φ2.4m

・建設年度:Ｈ8～27年度

送水能力の小さい方の送水トンネル

・延長：5.6㎞

・構造：1.8m×1.8m馬蹄形

（一部区間においてφ1.74mにて更生済）

・建設年度：Ｓ16～28年度

・更生年度：Ｓ61～63年度

（R3~4債務負担行為）



   市街地東部(奥平野浄水場以東)では、基幹的送水施設とし
て３本の送水トンネルがあり、多重化ができています。
 ⼀方、市街地⻄部(奥平野浄水場以⻄)では、２本の送水ト
ンネルが単独で機能しています。この２本の送水トンネルを
連絡することで、基幹的送水施設の多重化を行い、市街地⻄
部地域での送水の安定性を高めます。
 令和２年度は奥畑地区で工事基地の整備を行いました。
 令和３年度はシールドトンネルの掘削を進めます。

 (3)六甲⼭上水道事業の神⼾市水道事業（市街地）への統合（条例改正）

 (2)奥畑妙法寺連絡管整備 1,255百万円

 六甲⼭上水道事業は、独自の水源や浄水場を整備し、
昭和46年に市街地とは別の事業認可を受け、事業運営を
行ってきました。別荘や保養所といった利用形態が多い
ことから年間を通じての利用が見込めず、事業の採算を
とるうえで市街地とは異なる料金体系で運営してきまし
た。
 しかし、災害や事故時に備えた送水施設の複数系統化
を進める中で市街地の水を六甲⼭上へ送ることが可能と
なり、また、利用形態も変化してきていることを踏ま
え、令和３年４月より六甲⼭上水道事業を市街地水道事
業に統合し、料金体系についても統合することとし、六
甲⼭上スマートシティ構想の推進に寄与していきます。

【イメージ図】シールド工

六甲山上周辺水道施設 概略図

奥畑妙法寺連絡管

総事業費：6,499百万円
事業期間：〜令和７年度

← 統合による料金の変動



40.2㎞ 6,907百万円
 高度経済成⻑期に布設した大量の配水管が更新
時期を迎えることから、経年劣化した配水管の更
新・耐震化を引き続き推進します。
 なお、更新にあたっては水需要の減少を勘案し
た配水管のダウンサイジングを実施するなど、配
水管網の再構築を行います。
 また、耐震化を効果的に推進するため、防災拠
点に至る配水管や、事故時の影響が大きい配水池
の根元にある配水管の更新・耐震化も計画的に実
施していきます。
 また新材料を採用する等、更新費用が安価とな
る取り組みもあわせて実施していきます。

 (4)配水管の更新・耐震化



 ① web口座振替受付サービスの導入
  PCやスマートフォンを使って24時間365日手軽に口座振替受付の手続きをしていただけるよう
 ホームページから水道料金等の口座振替の申込みが完結できる受付サービスを導入します。
 （導入時期：令和３年10月予定、対象銀行：ゆうちょ銀行、三井住友銀行、みなと銀行）

 ② 開閉栓システムの再構築
  システムに登録いただくことで、すべてのお客さまが使用水量や料金等をPCやスマート
 フォンで確認いただけるよう、開栓・閉栓申込、請求先変更、口座振替申込書の郵送依頼のサー
 ビスを行うシステムの機能拡充を行います。

 (1)withコロナに対応した手続きのスマート化 50百万円
 これまでお客さまが書面で行っていた申請やご利用状況の確認を、PCやスマートフォンで時間や
場所を問わず行うことができるように環境を整備することで手続きのスマート化を進めていきま
す。

新しい生活様式に沿ったお客さまサービスの向上
 お客さまからの申請手続きのスマート化の推進や、安心して水回りの修繕
が依頼できるよう「水道修繕受付センター」の更なる認知度の向上に取り組
みます。

これまで

今後

【各種支払い方法の導入時期と利用割合（R2年11月分)】



 

 

 水回りの修繕に関するトラブルは全国的にも問題となっており、本市においても消費生活セン
ターへの相談が多数あります。
 お客さまが安心して修繕を依頼できる窓口として、水道局と建設局下水道部が開設している「水
道修繕受付センター」について、関係部局とも連携し、認知度の向上を図ります。
 また、神⼾市水道サービス公社が実施している「集合住宅の水回り相談」業務を水道修繕受付セ
ンターに集約します。

 (2)水道修繕受付センター 23百万円

水道修繕受付センター案内シール（全戸配布）

（R2年度製作:4百万円 R3年度配布:4百万円）

現行の水道修繕受付センター PRチラシ

【修繕受付センターの実績】

【神⼾市消費生活センターにおける相談件数】

H30年度 R1年度
局負担

お客さま負担
小計(a)

1,135
3,239
4,374

1,368 1,466
3,103 3,847
4,471 5,313

16,521 16,699

下水修繕件数(b) 814 1,091 347
小計(①＝a+b)
問合せ件数(②)

5,562 5,660
9,702 10,959 11,039

合計(①＋②)

5,188

14,890

水道修繕件数

H29年度

273件 252件 307件
H29年度 H30年度 R1年度

5,190万円 4,780万円 7,520万円
相談件数
合計額



5百万円 (3)withコロナに対応した新たな広報活動
 水道事業における広報拠点の役割を担ってきた「水の科学博物館」については令和２年９月末を
もって休館しましたが、令和３年３月末をもって廃止します。（条例改正）
 なお、建物については全市的な観点から活用していきます。
 今後の広報についてはwithコロナに対応したwebや動画なども活用しながら取り組んでいきま
す。

 その他：新型コロナウイルス感染拡大による給水収益の状況（前年との比較）

（単位：億円）

ホームページを全面リニューアル

（令和2年度：10百万円）

浄水場見学動画の制作

（令和2年度：3百万円）

増減率 4% 4% 5% ▲1% ▲2% 3% 3% 0% 1% 2%
増減額 1 1 1 ▲0 ▲0 +0 1 +0 +0 3
増減率 ▲4% ▲24％ ▲26% ▲30% ▲15% ▲15% ▲10% ▲14% ▲10% ▲17%
増減額 ▲0 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 13
増減率 2% ▲6% ▲4% ▲11% ▲6% ▲1% ▲1% ▲5% ▲2％ ▲5％
増減額 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 1 ▲0 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 10

億円単位表記のため合計は整合しない

１０月 １１月 影響額
（4~12月）

４月 ５月 ６月 ７月 １２月９月

うち
⼀般用
うち

業務用

計

８月


